
 

 

取組概要 

取組名 

【取組 NO】 

看護診断評価状況の可視化【23M12-2】 

 

RX 区分 医療 RX 

部署名等 病院看護部 医療情報担当看護師長（多和田慎子、比嘉泉） 

概 要 看護のプロセスにおいて、看護師は最新のデータやエビデンスか

ら臨床推論し、看護師が解決できる事象に焦点を当て看護診断・計

画・看護実践・評価に繋げている。そのプロセスは、患者や家族と関

わる中で最新の情報が集まり看護師が介入する問題が明確になって

いくため、定期的な評価および修正が必要である。そのため、受持

ち看護師による、診断・計画の定期的評価（1 回/週）を取り組んで

いるが、評価の遅れや未実施がみられていた。そこで、看護部看護

記録委員会による監査を行い改善に取り組んでいる。従来の監査方

法は、患者ごとにカルテを展開し確認するため 1～2 時間程度の時

間を要してしまい、タイムリーなフィードバックができない状況で

あった。その改善に向け、BI ツールを活用し看護診断評価状況が可

視化できるツールを作成し、監査の効率化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業期間 1 ヶ月 



 

 

 

実施効果 BI ツールの導入で記録監査時間が 15 分/回程度と大幅に短縮し、タ

イムリーに監査結果をフィードバックすることが可能となった。看

護記録委員からは監査負担が減ったことで、看護計画の個別性や診

断妥当性の検討ができるようになってきたとの声もきかれている。

また、次回評価日までのカウントも可視化することで、再評価実施

率の上昇につながった。 

特記事項 看護計画についても同画面で可視化できるよう、システム担当者と

協議中である。また、作成 BI ツールの活用評価および改善にも取り

組み看護ケア充実につなげたい。 


